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CHQ 都道府県協会ミーティング 報告 

 

CHQ メンバーが 47 都道府県を訪問し、各都道府県サッカー協会関係者とミーティングを行う

「CHQ 都道府県協会ミーティング」が 7 月 6 日～9 月 17 日の期間、開催された。 

 

 CHQ 都道府県協会ミーティングは 2003 年よりスタートし、今年で 5 年目を迎えた。ミーテ

ィングは、①都道府県協会と JFA 間の直接的コミュニケーションを取る、②都道府県協会の実情

を把握する、③都道府県協会内の議論の場として活用することを目的に行っている。このミーティ

ングに合わせて、都道府県協会が開催するイベントや記念事業助成を受けて建設された施設を見学

するなど、現状把握や情報収集も積極的に行われた。 

 ミーティングは約 2 時間～2 時間 30 分を目処に、議題にそって進められ、まず最初に、

JFA2005 年宣言（「JFA の理念」・「ビジョン」・「JFA の約束 2015」・「JFA の約束 2050」）

を出席者全員で読み返し、改めて意識を深めながら、組織としての活動目的や方向性を確認した。 

 ミーティングでは、「2007 年度 JFA トピックス」、「キャプテンズ・ミッションの進捗状況」

や「2008 年度以降の支援制度」をはじめ、CHQ の活動等について説明を行い、続いて都道府県

協会からの事前リクエストに応じて、活発なディスカッションが行われた。 

 

今回の特徴では以下の点が挙げられる。 

 

●「2・3 種年代の年間を通じた都道府県リーグの理解浸透」 

CHQ・技術部・事業部で横断的に推進している「2･3 種年代のリーグ戦都道府県リーグ」につい

ては、年間を通じて能力別リーグ戦を開催することで、その年代の強化・充実が図られることの理

解を深めた。都道府県では、JFA が把握しきれない市町村単位の競技会が開催されている実態が

ある。JFA の方向性は理解されているものの、試合の日程調整、指導者の確保等、目指すリーグ

形態などの点で課題は様々ある。今回のミーティングが、貴重な意見交換の場となっていた。 

 

●「都道府県協会と支部／地区協会・市区郡町村協会との連携」 

「サッカーファミリー」については、その定義を明確にし、ファミリー拡大に向けた話し合いに多

くの時間が割かれた。さらなる仲間づくりを進めていくためには「支部／地区協会・市区郡町村協

会」との連携も必要不可欠であることも再確認された。また、都道府県協会と連結した市区郡町村

協会の会計についてもきちんと整理することが必要であるという JFA の認識も示されたが、この

テーマについてはまだ多くの議論が必要である。 

 

●「キッズ・4 種・3 種・女子の情報共有・連携」 

キッズプログラムの活動が 5 年目を迎える。スタート段階でこの活動に参加した子供たちが小学生

になっているが、この中で二つの課題があることが再認識された。 

一つは、小学生での受け入れがスムースに行われているか。一部では小学生の活動が少年団中心で

あり、その主たる対象が小学校５，６年生、または、少年団規約を参考に小学校 4 年生以上になっ

ている県もある。もう一つは、女子の受け入れがどうなっているかという点。プログラムに参加し

ている女子が約 3 割～4 割いることが把握されているが、彼女たちが継続して活動出来る環境が希

薄となっているのではないかという問題提起もあった。いずれもキッズプログラムに参加した子ど

も達がサッカーを継続出来る環境作り、ひいてはキッズ・4 種・女子の連携が必要である。さらに、

小学生年代の受け皿となる 3 種年代が情報を共有・連携することによって、男子、女子それぞれの

中学生年代が活性化することが期待出来る。キッズプログラムの成熟度の差もあり、先ずは、都道

府県協会全体として認識を図るべく新たな問題を提起した。 
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●都道府県フットボールセンター整備に向けて 

記念事業推進委員会が推進してきた「都道府県フットボールセンター整備推進事業」。ＪＦＡが施

設整備助成事業を受け継いで 2 年目を迎え、各都道府県における申請に向けた活動が活発化してき

ている。今回のミーティングではその状況をヒアリングでき、既に整備をした他県の状況を伝える

など、更に活動を活発化できるような意見交換ができた。 

 

●「JFA こころのプロジェクト全国展開への期待」 

「JFA こころのプロジェクト」についての活動状況や今後の計画について JFA より概略を説明し

た。多くの都道府県協会より現状の活動やオペレーションの仕組み、今後の活動計画について質問

を受け、この事業への関心の高さや、都道府県内での活動展開の期待がうかがえた。 

 

 

 

併せて行われたイベント・大会・施設等の主な視察 

 

北 海 道 ＜ 施 設 ＞：札幌アミューズメントパーク（記念事業助成施設） 

岩手県＜イベント＞：キッズ巡回指導 

宮城県＜その他＞：パドマ幼稚園･杉の入小学校（天然芝） 

栃 木 県 ＜ 施 設 ＞：鹿沼市自然の森総合公園人工芝グラウンド（記念事業助成施設） 

栃木県＜イベント＞：｢めざせクラッキ！ボールはともだち in 鹿沼｣ 

新 潟 県 ＜ 施 設 ＞：アルビレッジ(新潟聖籠スポーツセンター)（記念事業助成施設） 

滋 賀 県 ＜ 施 設 ＞：ビックレイク(野洲川歴史公園サッカー場) （記念事業助成施設） 

大阪府＜イベント＞：｢JFA キッズ(U-6/8)サッカーフェスティバル OSAKA｣ 

島 根 県 ＜ 施 設 ＞：S ピッチ（松江市総合運動公園）（記念事業助成施設） 

島 根 県 ＜ 大 会 ＞：｢第 3 回レディース･ドリーム in 中国｣ 

島 根 県 ＜ 大 会 ＞：｢第 12 回島根県サッカー選手権大会 決勝戦｣ 

島根県＜その他＞：大社小学校（天然芝） 

広 島 県 ＜ 施 設 ＞：グリーンフィールド（廿日市市サッカー場）（記念事業助成施設） 

徳 島 県 ＜ 施 設 ＞：徳島スポーツビレッジ（記念事業助成施設） 

愛 媛 県 ＜ 施 設 ＞：北条スポーツセンター（記念事業助成施設） 

福 岡 県 ＜ 施 設 ＞：福岡フットボールセンター（記念事業助成施設） 

熊本県＜イベント＞：キッズ巡回指導 

大 分 県 ＜ 施 設 ＞：大分スポーツ公園 D・Ｃグラウンド（記念事業助成施設） 

宮崎県＜イベント＞：コカ・コーラカップ MRT 宮崎県キッズサッカー大会 2007 

沖縄県＜その他＞：(社)沖縄県サッカー協会第 2 回宿泊学習会 


